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［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2022年2⽉18⽇）

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2022年2⽉18⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2022年2⽉18⽇）

インドネシア株式市場はウクライナ情勢の緊迫化やインフレへの懸念が⾼
まる中で外国⼈投資家の資⾦流⼊を背景に上昇し、史上最⾼値を更
新しました。週初はウクライナ情勢の緊迫化を背景に世界の株式市場が
⼤幅下落となりインドネシア株式市場も弱含みました。しかし、15⽇以
降は反発し、特にインフラ関連株やパーム油の上昇を好感したプランテー
ション株などが上昇しました。週末にかけて再びウクライナを巡る地政学リ
スクが意識される中、ロシアの供給懸念などを背景に貴⾦属株などが上
昇しました。インドネシア株式市場は前週末⽐で上昇しました。

ルピアはウクライナ情勢の緊迫化にもかかわらず、週初はやや上昇しまし
た。その後も株式市場への外国⼈投資家からの資⾦流⼊を背景に堅
調となりました。1⽉の貿易収⽀が9.3億⽶ドルの⿊字と予想を⼤幅に
上回ったことも好感されました。18⽇に発表された2021年の経常収⽀
は33億⽶ドルの⿊字と10年ぶりの⿊字となりました。⼀⽅で、9-12⽉
期の経常収⽀は14.2億⽶ドルと、前四半期の49.7億⽶ドルから縮⼩
しました。⿊字幅の縮⼩を受けてルピアはやや下落しました。ルピアは前
週末⽐対⽶ドル、対円で⼩幅に下落しました。

100インドネシアルピアの対円レート
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（対象期間︓2022/2/14〜2022/2/18）
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出所︓グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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週初はウクライナ情勢の緊迫化にもかかわらず、通貨ルピアが堅調とな
ったことから、インドネシア債券利回りは低下（価格は上昇）しまし
た。15⽇の国債⼊札は地政学リスクが意識され外国⼈投資家からの
応札は低調でしたが、国内勢から旺盛な需要が⾒られ、国債利回り
はやや低下しました。その後も⽶国債利回りが上昇する中でも、株式
市場への資⾦流⼊を背景としたルピアの堅調により狭い値幅で安定
的に推移しました。スリムルヤニ財務相は今年中にインドネシア中央銀
⾏（BI）との負担分担プログラムを終了し来年は財政再建に取り組
むと述べました。10年国債利回りは前週末⽐で低下しました。

2022/2/11 2022/2/18 変化率
6,815.61 6,892.82 +1.13%

2022/2/11 2022/2/18 変化幅
6.522 6.497 -0.025

2022/2/11 2022/2/18 変化率
0.8087 0.8040 -0.58%


